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要   旨：   この研究の目的は、さまざまなオリーブ油および種子油でフェノール抗酸化物

およびスクワレンの含量を評価することである。 
 

平均 290±38(標準誤差)mg/100gの スクワレンが検出された。 
ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油(424±21 mg/kg)と精製ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油(340±31 

mg/kg、p<0.05)の間に弱い有意差があるけれども、種子油(24±5 mg/kg)との差
はｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油(P<0.0001)、精製ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油(P<0.0001)とも強く
有意であった。 

 
種子油には欠けているが、オリーブ油は平均で 196±19 mg/kgの総フェノール
を含有するとHPLC分析で判定されたが、ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の値(232±15 
mg/kg)は精製ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の値より(62±12 mg/kg､P<0.0001)よりも有意に
高かった。 
かなりの量の単純フェノール(ヒドロキシチロソールおよびチロソール)がオリ
ーブ油で検出され、ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油(41.85±6.17)と精製ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油
(4.72±2.15､P<0.01) の間に有意差があった。 
主な結合フェノールはセコイリドイドおよびリグナンであった。 
ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油は(27.72±6.84)精製オリーブ油(9.30±3.81)よりも高い
濃度のセコイリドイドを含有したが、この差は有意でなかった。 
他方でリグナンの濃度はｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油で(41.53±3.93)精製ﾊﾞｰｼﾞﾝオ
リーブ油(7.29±2.56)と比較して有意に高かった。 
全ての種類のフェノールが強力な抗酸化物と示された。 
 
将来の疫学研究では、癌リスクを確認するのに摂取したオリーブ油の性質およ

び起源を区別すべきである。 
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